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校
歌
は
も
っ
と
も
愛
唱
さ
れ
る
歌
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
何
年
と
な
く
学
校
行
事
や
卒
業
生
の
会

合
で
歌
わ
れ
続
け
て
い
る
。
一
年
に
何
千
と
い
う
人

が
肩
を
く
み
、
手
拍
子
を
打
っ
て
歌
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
そ
れ
で
い
て
作
詞
者
が
誰
か
、
作
曲
者
が

誰
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
あ
ま
り
気
に
さ
れ
な
い

よ
う
で
あ
る
。 

現
在
学
校
を
開
校
さ
せ
る
場
合
に
は
、
ま
ず
敷
地 

が
求
め
ら
れ
、
校
舎
が
建
て
ら
れ
、
校
名
が
定
め
ら

れ
、
教
育
内
容
と
い
う
か
目
標
が
検
討
さ
れ
、
校
歌

が
つ
く
ら
れ
る
。
だ
か
ら
開
校
式
に
は
必
ず
と
言
っ

て
よ
い
く
ら
い
校
歌
が
披
露
さ
れ
る
。
し
か
し
明
治

期
の
旧
制
中
学
校
で
は
、
学
校
が
ス
タ
ー
ト
し
て
し

ば
ら
く
た
ち
、
生
徒
会
活
動
が
隆
盛
化
し
て
初
め
て

校
歌
が
つ
く
ら
れ
る
。
そ
れ
ま
で
は
大
学
の
寮
歌
や

軍
歌
等
が
志
気
を
鼓
舞
す
る
手
段
と
し
て
歌
わ
れ
た

よ
う
だ
。
我
校
も
明
治
三
十
年
に
創
立
さ
れ
る
や
直

ち
に
各
種
の
部
活
動
（
サ
ッ
カ
ー
、
野
球
、
銃
剣
道

等
）
が
開
始
さ
れ
た
様
子
が
当
時
の
生
徒
会
誌
「
進

修
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
校
歌
の
話
は
し
ば
ら

く
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
第
二
回
卒
業
生
の
名
越
那
珂

次
郎
（
明
治
三
十
六
年
卒
）
は
、
卒
業
後
旧
制
二
高

（
帝
国
大
学
の
予
備
校
で
当
時
は
全
国
八
か
所
に
あ

り
、
二
高
は
仙
台
に
あ
っ
た
）
に
進
学
し
、
土
井
晩

翠
の
作
詞
し
た
校
歌
に
感
動
し
、
進
修
第
八
号
（
明 

治
三
十
八
年
発
行
）
に
次
の
よ
う
な
文
を
寄
せ
て
い

る
。
「
母
校
に
は
未
だ
校
歌
こ
れ
な
き
様
存
じ
候
。

近
年
は
全
国
の
中
学
に
て
流
行
の
様
に
相
成
り
居
り
、

敢
え
て
真
似
と
云
う
わ
け
に
は
こ
れ
な
く
候
え
ど
も
、

又
は
旅
行
の
折
、
運
動
散
歩
の
時
自
校
の
歌
無
く
し

て
他
校
の
歌
な
ど
歌
い
候
は
如
何
あ
る
べ
き
、
桜
水

健
児
の
意
気
を
鼓
舞
す
る
の
校
歌
を
合
唱
し
進
修
の

気
躍
々
と
し
て
常
南
の
天
を
風
靡
す
る
の
痛
快
な
る

に
如
か
ず
と
存
候
・
・
・
」 

校
歌
を
募
集 

 

や
が
て
明
治
三
十
九
年
前
後
に
、
早
大
出
身
の
小

田
原
勇
（
鹿
児
島
生
、
明
治
三
十
九
年
十
月
～
四
十

一
年
一
月
在
職
）
、
東
京
高
師
出
身
の
尾
崎
楠
馬
（
土

佐
生
、
四
十
年
四
月
～
四
十
四
年
七
月
在
職
）
、
早

大
出
身
の
北
玲
吉
（
佐
渡
生
、
四
十
一
年
十
月
～
四

十
四
年
三
月
在
職
。
昭
和
二
十
年
代
衆
議
院
議
員
と

し
て
活
躍
。
弟
北
一
輝
は
昭
和
初
期
の
右
翼
の
リ
ー

ダ
ー
）
、
大
峡
秀
栄
（
明
治
四
十
年
十
一
月
～
四
十

四
年
一
月
在
職
）
等
の
若
手
の
教
師
が
次
々
と
着
任

し
、
土
浦
中
の
意
気
は
大
い
に
上
が
り
、
校
歌
作
成

の
気
運
も
盛
り
上
が
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
国
漢
の
教

師
尾
崎
が
全
校
に
校
歌
の
歌
詞
を
募
集
し
、
応
募
作

品
の
中
で
最
も
優
秀
な
四
年
生
堀
越
晋
の
作
品
に
補

筆
を
加
え
、
尾
崎
自
身
（
元
小
学
校
教
師
で
オ
ル
ガ

ン
が
得
意
）
が
作
曲
し
て
完
成
し
た
の
が
土
浦
中
の

校
歌
で
、
明
治
四
十
四
年
一
月
元
旦
に
発
表
さ
れ
、

以
後
百
年
余
を
経
た
現
在
も
歌
い
継
が
れ
て
い
る
。

（
尚
、
作
詞
者
の
堀
越
は
大
学
医
学
部
に
進
学
し
た

が
二
十
六
歳
の
若
さ
で
世
を
去
っ
た
。
） 

戦
後
歌
わ
れ
な
か
っ
た
「
三
番
」 

 

明
治
・
大
正
・
昭
和
と
愛
唱
さ
れ
、
土
中
生
の
心

の
拠
り
所
だ
っ
た
校
歌
だ
が
、
終
戦
後
一
寸
し
た
ハ

プ
ニ
ン
グ
が
あ
っ
た
。
私
は
旧
制
土
浦
中
の
最
後
の

入
学
生
と
し
て
、
昭
和
二
十
一
年
に
入
学
し
た
が
、

当
時
の
校
歌
は
一
番
、
二
番
、
四
番
の
み
で
三
番
は

歌
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
歌
詞
に
あ
る
「
東
国
男
児

の
気
を
享
け
て
我
に
武
勇
の
気
魂
あ
り
」
が
問
題
視

さ
れ
て
歌
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

や
が
て
数
年
を
経
て
母
校
の
教
壇
に
立
っ
た
時
に
は
、

校
歌
は
四
番
ま
で
あ
り
、
三
番
が
復
活
し
て
い
た
。

校
歌
四
番
の
亀
城
五
百
の
健
男
児
は
、
時
代
に
よ
り

生
徒
数
に
あ
わ
せ
て
、
読
み
換
え
て
歌
っ
て
い
た
よ

う
だ
。
又
、
平
成
四
、
五
年
に
な
っ
て
、
創
立
百
周

年
記
念
事
業
が
準
備
さ
れ
、
種
々
の
調
査
が
行
わ
れ

る
中
で
、
戦
後
、
校
歌
の
一
部
が
歌
わ
れ
な
か
っ
た

間
に
三
番
が
変
更
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
っ
た
。
元

来
は
「
こ
の
秀
霊
」
だ
っ
た
も
の
が
「
秀
麗
」
に
な

り
、
「
東
国
男
児
の
気
を
う
け
て
」
が
「
血
を
享
け

て
」
に
な
り
、
「
気
魂
」
が
「
気
魄
」
に
変
更
さ
れ
、

歌
詞
と
し
て
は
整
備
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
さ
て
「
ど
な
た
」
の
手
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
た

の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
判
ら
な
い
。
昭
和
二
十

三
年
に
土
浦
中
が
土
浦
一
高
に
校
名
変
更
し
た
時
に
、

新
し
い
校
歌
を
作
る
こ
と
が
音
楽
担
当
の
野
尻
干
城

先
生
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
が
実
現
せ
ず
、
そ
の
後

校
歌
の
こ
と
は
話
題
に
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
、
昭

和
三
十
年
代
に
ど
な
た
か
の
手
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ

た
よ
う
だ
。
（
昭
和
三
十
八
年
建
立
の
校
歌
の
碑
は

新
し
い
歌
詞
に
よ
っ
て
い
る
。
） 

 
 

 
 

作
曲
者
「
尾
崎
楠く

す

馬ま

」
先
生 

静
岡
県
立 

見
付
中(

現
磐
田
南
高)

で
校
長
二
十
年 

 
話
は
変
わ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
作
詞
者
の
堀

越
晋
さ
ん
は
若
く
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
が
、
作
曲
者

の
尾
崎
先
生
が
明
治
四
十
四
年
に
青
山
師
範
に
移
ら

れ
て
か
ら
の
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
何
年
か
前

に
、
高
二
十
回
卒
の
渡
辺
慎
一
君
か
ら
「
尾
崎
先
生

は
現
在
の
磐
田
南
高
の
初
代
の
校
長
で
、
校
長
職
を

二
十
年
も
勤
め
ら
れ
、
最
近
没
後
五
十
年
祭
が
同
校

同
窓
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
よ
う
だ
」
と
い
う
話
を

伺
っ
た
。
ま
ず
校
長
を
二
十
年
な
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
に
驚
き
、
亡
く
な
ら
れ
て
五
十
年
後
に
五
十
年
祭

を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
に
は
更
に
驚
い

た
。
磐
田
南
高
（
旧
静
岡
県
立
見
付
中
学
校
）
の
創

立
に
深
く
か
か
わ
り
、
ド
カ
中
（
見
付
中
）
教
育
の

基
礎
を
つ
く
ら
れ
た
こ
と
は
想
像
さ
れ
た
が
、
先
生

が
ど
ん
な
教
育
観
を
持
た
れ
、
ど
ん
な
教
育
実
践
を

さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
窺
い
知
れ
な
か
っ
た
。
い
つ

か
磐
田
を
訪
ね
て
み
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
昨
二

十
一
年
十
二
月
二
十
六
日
に
、
同
級
の
高
四
回
上
木

幹
夫
（
国
語
担
当
）
、
高
五
回
飯
村
弘
（
社
会
担
当
）
、

進
修
百
年
の
編
集
に
あ
た
ら
れ
た
二
十
一
回
鈴
木
義

人
（
社
会
担
当
）
、
同
じ
二
十
一
回
の
松
井
泰
寿
（
同
）

の
四
氏
を
誘
っ
て
磐
田
南
高
を
訪
ね
る
機
会
を
得
た
。 

 

年
末
し
か
も
土
曜
日
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

磐
田
南
高
で
は
同
窓
会
長
以
下
同
窓
会
関
係
者
七
名
、

学
校
関
係
者
は
副
校
長
以
下
四
名
の
先
生
方
が
暖
か

く
我
々
を
迎
え
て
く
れ
、
二
時
間
以
上
に
わ
た
っ
て
、

ド
カ
中
（
旧
見
付
中
）
教
育
に
つ
い
て
語
っ
て
く
だ

さ
っ
た
。
皆
さ
ん
、
初
代
校
長
の
こ
と
を
語
る
時
、

尊
敬
の
念
と
い
う
か
、
校
長
に
出
会
え
た
喜
び
に
満

ち
あ
ふ
れ
て
い
た
。
歓
談
の
後
に
は
全
員
の
方
々
が

尾
崎
先
生
の
眠
る
見
性
寺
で
の
墓
参
に
ま
で
お
つ
き

あ
い
い
た
だ
い
た
。 

 

 

磐
田
は
静
岡
県
南
西
部
の
工
業
都
市
で
あ
る
が
新

幹
線
は
停
ま
ら
な
い
。
磐
田
南
高
は
大
正
十
一
年
の

創
立
で
、
磐
田
の
旧
名
見
付
（
東
海
道
の
宿
場
町
）

に
因
み
、
静
岡
県
立
見
付
中
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト

土
浦
一
高
校
歌
に
か
か
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド 

土浦一高旧本館前にある校歌の碑 

尾崎先生頌徳之碑の前にて 

前列左から鈴木義人、飯村弘、後列左から

上木幹夫、松井泰寿各氏と大曾根宏亮  
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し
た
。
校
地
は
旧
遠
江
国
の
国
分
寺
跡
地
と
聞
い
て

い
る
の
で
、
静
岡
県
南
西
部
の
中
心
地
と
言
え
よ
う
。

静
岡
県
で
は
、
見
付
中
学
校
を
開
校
す
る
に
当
た
っ

て
土
浦
中
学
か
ら
青
山
師
範
学
校
（
現
東
京
学
芸
大
）

教
諭
を
経
て
、
当
時
浜
松
師
範
学
校
の
教
頭
を
さ
れ

て
い
た
尾
崎
先
生
に
白
羽
の
矢
を
向
け
校
長
に
招
聘

し
た
。
尾
崎
先
生
は
、
郷
里
及
び
東
京
高
師
の
先
輩

で
あ
り
か
つ
て
土
浦
中
学
の
校
長
と
し
て
生
徒
に
慕

わ
れ
て
い
た
遣
沢
恒
猪
先
生
（
土
中
第
二
代
校
長
、

明
治
三
十
七
年
九
月
～
三
十
九
年
十
一
月
在
職
、
例

の
ヒ
ョ
ッ
ト
コ
事
件
の
責
任
を
負
っ
て
退
職
。
尾
崎

と
は
一
緒
に
勤
務
し
て
い
な
い
）
を
訪
ね
て
ス
タ
ッ

フ
作
り
を
相
談
し
た
。
遣
沢
は
尾
崎
の
補
佐
役
と
し

て
鹿
児
島
出
身
の
小
田
原
勇
を
推
薦
し
た
。
尚
、
遣

沢
と
小
田
原
は
土
浦
中
で
わ
ず
か
一
カ
月
し
か
と
も

に
仕
事
は
し
て
い
な
い
し
、
尾
崎
と
小
田
原
も
わ
ず

か
十
カ
月
し
か
一
緒
に
過
ご
し
て
は
い
な
い
。
し
か

し
尾
崎
と
小
田
原
は
同
じ
ボ
ー
ト
（
端
艇
）
部
の
顧

問
と
し
て
肝
胆
相
照
ら
す
も
の
が
あ
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
早
速
尾
崎
は
小
田
原
に
教
頭
と
し
て
補
佐

し
て
く
れ
る
よ
う
打
電
し
た
よ
う
だ
。
当
時
小
田
原

は
朝
鮮
に
あ
っ
て
竜
山
中
学
の
教
師
を
し
て
お
り
、

将
来
私
立
中
学
開
校
の
夢
を
持
っ
て
い
た
。
勿
論
小

田
原
は
見
付
行
き
を
辞
退
し
た
。
し
か
し
再
度
の
尾

崎
の
懇
願
、
遣
沢
の
説
得
も
あ
っ
て
、
見
付
行
き
を

承
諾
し
、
こ
こ
に
土
浦
中
コ
ン
ビ
に
よ
る
学
校
作
り

が
始
ま
っ
た
。 

  
 

 

註 

ヒ
ョ
ッ
ト
コ
事
件 

 

明
治
三
十
九
年
十
月
の
土
浦
中
運
動
会
の
仮
装
行

列
の
際
、
三
年
生
が
町
の
山
車
（
ダ
シ
）
を
借
り

出
し
、
こ
の
上
で
こ
っ
け
い
な
所
作
を
し
て
運
動

会
を
盛
り
上
げ
た
。
更
に
、
生
徒
達
は
運
動
会
終

了
後
に
山
車
を
町
に
く
り
だ
し
、
や
ん
や
の
喝
采

を
あ
び
た
。
こ
の
こ
と
が
県
議
会
で
話
題
に
な
り

「
教
員
監
督
の
下
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
、
非
常
に

猥
褻
の
行
為
を
な
し
た
・
・
・
」
と
し
て
問
題
視

さ
れ
、
新
聞
等
で
も
非
難
さ
れ
た
。
遣
沢
恒
猪
校

長
は
、
教
職
員
・
生
徒
を
一
切
非
難
処
分
せ
ず
、

全
責
任
を
負
っ
て
退
職
し
た
。
こ
の
校
長
の
態
度

に
感
動
し
た
生
徒
達
は
、
そ
の
後
猛
勉
強
を
し
、

す
ば
ら
し
い
進
学
実
績
で
校
長
に
応
え
た
。 

ド
カ
中
教
育 

尾
崎
先
生
は
、
単
に
国
漢
の
教
師
で
あ
っ
た
だ
け

で
な
く
、
俳
句
、
和
歌
、
漢
詩
に
す
ぐ
れ
、
音
楽
更

に
は
水
彩
画
に
も
秀
で
て
い
て
、
入
禅
さ
れ
仏
道
に

も
く
わ
し
い
人
格
者
だ
っ
た
よ
う
だ
。
大
正
十
一
年

（
尾
崎
四
十
五
歳
）
見
付
中
学
を
開
く
に
当
た
り
、

尾
崎
と
小
田
原
は
「
大
学
予
科
や
専
門
学
校
へ
の
入

学
ば
か
り
に
熱
中
し
て
、
人
の
魂
を
養
う
こ
と
を
忘

れ
て
い
る
よ
う
な
教
育
は
駄
目
だ
。
心
と
身
体
を
鍛

え
る
教
育
を
す
べ
き
だ
」
と
真
の
人
間
教
育
の
確
立

を
目
指
し
た
。
ま
ず
「
学
園
を
自
分
た
ち
で
つ
く
ろ

う
」
の
合
言
葉
の
も
と
に
、
校
長
以
下
が
毎
日
モ
ッ

コ
（
縄
な
ど
を
網
に
編
ん
だ
も
の
の
四
隅
に
綱
を
つ

け
、
棒
を
通
し
て
土
石
を
運
ぶ
具
）
を
担
ぎ
、
鍬
を

握
り
、
草
を
と
っ
て
グ
ラ
ン
ド
造
り
に
励
み
、
県
道

か
ら
校
門
ま
で
花
や
植
木
を
植
え
、
更
に
幅
十
五
米
、

高
さ
六
米
、
長
さ
百
七
十
米
の
防
風
堤
を
つ
く
り
校

舎
を
完
成
し
た
。
ま
た
、
五
十
米
プ
ー
ル
も
教
師
と

生
徒
た
ち
の
手
で
完
成
し
た
。
正
に
教
師
と
生
徒
一

体
と
な
っ
て
つ
く
ら
れ
た
学
校
と
言
え
よ
う
。
校
則

も
厳
し
く
、
手
袋
、
オ
ー
バ
ー
、
校
内
で
の
靴
下
の

着
用
禁
止
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
入
れ
る
こ
と
等
は
も

っ
て
の
外
だ
っ
た
。
週
末
に
は
五
千
米
の
マ
ラ
ソ
ン

を
全
員
で
や
り
、
夕
方
出
発
し
て
翌
早
朝
に
帰
校
す

る
夜
間
遠
足
も
屡
々
行
わ
れ
た
よ
う
だ
。
正
に
教
師

と
生
徒
が
一
体
と
な
っ
て
の
鍛
錬
教
育
そ
の
も
の
で

あ
っ
た
。
当
初
は
、
一
部
の
父
兄
の
批
判
も
あ
っ
た

よ
う
だ
が
、
進
学
実
績
も
す
ば
ら
し
い
成
果
が
あ
が

る
に
及
ん
で
、
内
外
の
支
持
を
得
て
「
ド
カ
中
精
神
」

と
し
て
継
承
さ
れ
、
今
に
及
ん
で
い
る
。
小
田
原
教

頭
は
、
昭
和
三
年
十
二
月
静
岡
県
立
榛
原
中
学
校
（
現

榛
原
高
校
）
校
長
に
栄
転
す
る
が
、
尾
崎
校
長
は
昭

和
十
七
年
三
月
ま
で
、
二
十
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て

見
付
中
学
校
に
あ
っ
て
後
進
の
指
導
に
当
た
っ
た
。

先
生
に
は
お
子
さ
ん
が
な
く
「
父
と
呼
ば
れ
母
と
呼

ば
れ
る
こ
と
も
な
く
て
さ
び
し
か
り
け
り
や
す
け
か

り
け
り
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
が
、
退
職
後
毎
日
和
服

姿
で
生
徒
達
の
登
下
校
を
見
守
っ
て
お
ら
れ
た
の
は
、

「
ド
カ
中
の
全
生
徒
、
全
卒
業
生
」
が
先
生
に
と
っ

て
は
実
子
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う

か
。
見
付
中
学
校
図
書
館
前
に
、
昭
和
十
八
年
に
建

立
さ
れ
た
尾
崎
先
生
の
頌
徳
碑
（
時
の
文
部
大
臣
の

書
）
が
あ
り
、
グ
ラ
ン
ド
に
は
小
田
原
教
頭
の
頌
徳

碑
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、
お
二
人
の
偉
大
な
業
績
が

覗
わ
れ
た
。 

 

昭
和
二
十
八
年
、
尾
崎
先
生
が
胃
に
変
調
を
来
た

し
た
時
、
東
京
大
学
木
本
外
科
に
入
院
の
交
渉
を
さ

れ
た
の
は
、
小
田
原
教
頭
と
教
え
子
た
ち
だ
っ
た
。

手
術
の
甲
斐
も
な
く
、
翌
二
十
九
年
二
月
五
日
七
十

七
歳
を
一
期
に
永
遠
の
眠
り
に
つ
い
た
時
に
は
、
危

篤
の
報
に
接
し
多
数
の
教
え
子
た
ち
が
枕
辺
に
集
ま

っ
た
と
言
う
。
葬
儀
は
二
月
二
十
一
日
、
磐
田
南
高

講
堂
に
お
い
て
同
窓
会
葬
と
し
て
と
り
行
わ
れ
、
磐

田
市
見
付
見
性
寺
に
葬
ら
れ
た
。
先
生
の
没
後
、
ご

夫
人
は
磐
田
の
地
に
と
ど
ま
り
昭
和
五
十
一
年
に
亡

く
な
ら
れ
た
。 

 

 

尚
、
同
校
の
図
書
館
に
は
「
尾
崎
文
庫
」
が
あ
り
、

先
生
の
多
く
の
蔵
書
や
開
校
当
時
の
詳
細
な
資
料
が

収
め
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
更
に
、
没
後

三
十
年
の
昭
和
六
十
年
に
先
生
の
ご
遺
族
か
ら
尾
崎

邸
跡
地
が
同
校
に
寄
贈
さ
れ
た
。
磐
田
南
高
で
は
、

跡
地
の
売
却
費
を
元
金
に
し
て
、
こ
れ
に
同
窓
生
か

ら
集
め
ら
れ
た
寄
金
を
加
え
て
、
「
尾
崎
教
育
振
興

基
金
」
が
設
立
さ
れ
た
と
伺
っ
た
。 

尾
崎
先
生
五
十
回
忌 

 

先
生
の
見
付
中
学
へ
の
功
績
を
記
念
し
て
平
成
十

五
年
二
月
二
日
に
、
同
窓
会
主
催
に
よ
る
「
尾
崎
楠

馬
先
生
五
十
回
忌
」
が
見
性
寺
に
お
い
て
と
り
行
な

わ
れ
、
教
え
子
だ
け
で
は
な
く
多
く
の
卒
業
生
が
集

ま
っ
た
と
伺
っ
た
。
ま
た
、
翌
十
六
年
四
月
に
は
、

「
子
を
持
た
ぬ
我
に
し
あ
れ
ば
逝
き
ま
し
し
父
母
の

み
ぞ
恋
し
か
り
け
る
」
と
常
に
望
郷
の
思
い
を
持
た

れ
て
い
た
尾
崎
先
生
の
ご
遺
志
を
く
ん
で
教
え
子
達

十
四
名
が
、
先
生
の
郷
里
、
高
知
県
安
芸
市
（
旧
安

芸
郡
赤
野
村
）
を
訪
ね
、
尾
崎
家
の
菩
提
寺
常
願
寺

に
詣
で
、
先
生
の
生
家
跡
を
訪
問
さ
れ
た
と
伺
っ
た
。 

 
 

 

 

母
校
校
歌
に
か
か
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
銘
打
ち
な

が
ら
、
校
歌
変
更
の
い
き
さ
つ
も
つ
か
め
ず
、
作
曲

者
の
教
育
実
践
に
つ
い
て
も
、
そ
の
一
部
分
し
か
紹

介
で
き
ず
恥
か
し
い
限
り
だ
が
、
尾
崎
先
生
が
静
岡

の
地
で
す
ば
ら
し
い
教
育
を
展
開
さ
れ
た
こ
と
、
更

に
補
佐
役
の
小
田
原
先
生
も
青
年
時
代
を
土
浦
で
す

ご
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
て
、
文
を
終
わ
り
た
い
。 

尾崎楠馬校長と小田原勇教頭  

「はぐま」（静岡県立見付中学校・ 

磐田南高等学校創立７０周年 

記念誌「卒業生座談会」）より 

静岡県立磐田南高等学校 

尾崎楠馬先生５０回忌特別号より 
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私
の
経
験
し
た
「
起
業
と
経
営
」
に
つ
い
て
簡
単

に
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
起
業
と
い
う
キ

ー
ワ
ー
ド
に
「
日
本
を
元
気
に
す
る
」
ヒ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
。
私
の
経
験
が
、
将
来
起
業
さ
れ
る
方
々
に

尐
し
で
も
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。 

  

日
本
を
元
気
に
す
る
起
業
の
す
す
め 

私
は
税
収
増
、
雇
用
増
に
有
効
な
政
策
は
起
業
、

開
業
支
援
、
中
小
企
業
支
援
と
法
人
税
減
税
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
我
が
国
の
雇
用
の
70
％
は
四
三
〇
万

の
中
小
企
業
が
支
え
て
お
り
、
そ
れ
は
我
が
国
の
企

業
数
の
99
・
７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
私
が
す
す
め

る
税
収
、
雇
用
問
題
の
解
決
方
法
は
、
従
業
員
一
〇

〇
名
規
模
の
新
規
企
業
を
５
～

10
年
間
で
政
府
主

導
で
２
万
社
程
育
て
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
約

二
〇
〇
万
人
の
雇
用
の
創
造
と
税
収
増
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
一
般
労
働
者
数
の
約
７
％
増
に
相
当
し
ま
す
。

２
万
社
の
内

50
％
は
海
外
に
支
店
を
持
つ
企
業
に

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
外
国
人
と
交
渉
力
を
磨
く

機
会
も
増
え
、
外
国
か
ら
の
観
光
客
も
増
え
ま
す
。

定
年
を
70
歳
に
延
長
し
、
元
気
の
良
い
会
社
経
験
者

や
優
秀
な
若
者
に
は
海
外
就
業
も
含
め
て
起
業
を
す

す
め
る
こ
と
が
、
日
本
を
元
気
に
す
る
戦
略
的
経
済

政
策
で
す
。
医
療
費
も
削
減
で
き
ま
す
。
以
上
の
よ

う
な
提
言
を
ベ
ー
ス
に
私
の
起
業
の
経
験
を
お
話
し 

ま
す
。 

米
国
の
起
業
家
精
神
に
触
発
さ
れ
独
立 

 

私
は
、
起
業
前
は
米
国
ボ
ス
ト
ン
に
本
社
が
あ
る

デ
ジ
タ
ル
イ
ク
イ
ッ
プ
メ
ン
ト
、
Ｄ
Ｅ
Ｃ
と
い
う
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
会
社
の
日
本
支
社
に
い
ま
し
た
。
そ
の

会
社
が
創
業
40
年
で
消
滅
し
ま
し
た
。
エ
ク
セ
レ
ン

ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
と
評
判
の
会
社
で
し
た
が
、
成
功

体
験
が
災
い
し
「
破
壊
的
技
術
革
新
」
に
対
応
で
き

ず
に
躓
い
た
の
が
原
因
で
す
。
Ｄ
Ｅ
Ｃ
社
は
Ｍ
Ｉ
Ｔ

出
身
の
カ
リ
ス
マ
性
の
強
い
ケ
ン
・
オ
ー
ル
セ
ン
が

起
業
し
た
技
術
者
魂
を
揺
さ
ぶ
る
会
社
で
、
そ
こ
で

起
業
家
精
神
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

昔
、
東
芝
本
社
に
ケ
ン
・
オ
ー
ル
セ
ン
社
長
と
佐

波
会
長
、
渡
里
社
長
、
青
井
副
社
長
を
訪
問
し
て
歓

談
し
た
の
が
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。
ま
た
在
職
中

に
元
Ｄ
Ｅ
Ｃ
ユ
ー
ザ
会
会
長
の
石
田
晴
久
先
生
（
東

大
名
誉
教
授
、
一
高
先
輩
、
故
人
）
の
所
を
訪
問
し

た
と
こ
ろ
、
「
池
和
田
さ
ん
、
Ｖ
Ａ
Ｘ
は
素
晴
ら
し

い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
Ｄ
Ｅ
Ｃ
が
突
然
消
滅
し
た
の
を

契
機
に
、
当
時
使
わ
れ
出
し
た
Ｓ
ｕ
ｎ 

ｍ
ｉ
ｃ
ｒ

ｏ
社
が
開
発
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
指
向
言
語
の
Ｊ
Ａ

Ｖ
Ａ
に
特
化
し
た
ソ
フ
ト
ハ
ウ
ス
を
銀
座
で
起
業
し

ま
し
た
。 

 

起
業
す
る
人
は
ご
く
稀 

大
学
は
工
学
部
の
電
気
工
学
科
を
卒
業
し
ま
し

た
。
当
時
は
良
い
大
学
を
卒
業
し
て
、
安
定
し
た
大

き
な
会
社
に
入
る
こ
と
が
一
般
的
な
考
え
方
で
し
た
。

卒
業
後
、
電
気
メ
ー
カ
ー
に
入
社
し
ま
し
た
が
仕
事

に
興
味
が
持
て
ず
に
わ
ず
か
３
か
月
で
転
職
し
ま
し

た
。
当
時
の
世
相
で
は
、
転
職
は
悪
い
イ
メ
ー
ジ
で

し
た
。
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
転
職
は
稀
で
、
皆
、
電
気

機
器
会
社
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
自
動
車
会
社
、
電
力
会
社
、

Ｔ
Ｖ
放
送
局
な
ど
に
入
り
、
定
年
ま
で
真
面
目
に
勤

務
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
会
社
を
起
業
し
た
人
は
ほ

ぼ
皆
無
で
す
。 

起
業
は
リ
ス
ク
が
高
い
で
す
が
、
思
い
切
っ
て
ぬ

る
ま
湯
か
ら
飛
び
出
し
、
残
さ
れ
た
自
分
の
人
生
の

可
能
性
に
挑
戦
し
た
い
と
決
断
し
ま
し
た
。
Ｄ
Ｅ
Ｃ

時
代
の
友
人
が
Ｍ
Ｉ
Ｔ
に
い
た
の
で
相
談
し
ま
し
た
。

会
社
の
名
前
は
友
人
が
く
れ
た
Ｍ
Ｉ
Ｔ
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
ラ
ボ
所
長
、
ダ
ー
ト
ウ
ゾ
ス
教
授
の

著
書
「W

h
a
t
 w
i
l
l
 b
e

」
を
読
ん
で
「N

i
h
o
n
 i
n
s
i
g
h
t
 

t
e
c
h
n
o
l
o
g
i
e
s
 
c
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n

」
と
決
め
ま
し
た
。

会
社
の
徽
章
や
経
営
理
念
は
自
分
で
作
り
ま
し
た
。 

ボ
ス
ト
ン
は
Ｄ
Ｅ
Ｃ
が
存
在
し
た
古
い
大
学
の

町
で
、
魚
介
類
も
豊
富
、
音
楽
、
美
術
館
、
野
球
も

楽
し
め
る
の
で
、
そ
こ
に
情
報
拠
点
と
し
て
ブ
ラ
ン

チ
を
つ
く
り
ま
し
た
。 

 

筑
波
山
を
会
社
の
徽
章
に 

私
の
故
郷
は
寒
村
の
旧
朝
日
村
（
阿
見
町
実
穀
）

で
す
。
筑
波
山
や
霞
ヶ
浦
は
多
感
な
子
供
時
代
の
原

風
景
で
す
。
農
作
業
を
手
伝
い
な
が
ら
、
う
な
ぎ
や

鰌
を
捕
ま
え
た
り
、
焚
き
火
で
焼
き
芋
を
焼
い
た
り
、

厳
冬
の
夜
空
に
輝
く
満
天
の
星
座
を
眺
め
な
が
ら
自

由
に
粗
野
に
育
ち
ま
し
た
。
朝
日
中
学
の
先
生
の
勧

め
で
一
高
に
進
学
し
た
の
が
人
生
の
岐
路
に
な
り
ま

し
た
。 

そ
ん
な
訳
で
会
社
を
創
業
し
た
時
、
会
社
の
徽
章

は
「
心
の
ふ
る
さ
と
筑
波
山
」
に
し
ま
し
た
。
筑
波

は
リ
サ
ー
チ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
と
し
て
国
際
的
に
知

名
度
が
あ
り
「
科
学
技
術
で
未
来
を
切
り
拓
く
」
と

い
う
会
社
の
理
念
に
も
合
い
ま
す
。 

一
高
校
歌
の
「
我
に
寛
雅
の
度
量
あ
り
、
我
に
至

誠
の
精
神
あ
り
、
我
に
武
勇
の
気
魄
あ
り
」
は
私
の

人
生
の
指
針
で
す
。
ま
た
経
営
理
念
の
一
つ
は
校
歌

の
「
至
誠
の
精
神
」
で
す 

私
の
会
社
「
日
本
イ
ン
サ
イ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」

は
今
年
で
創
業
13
年
目
に
な
り
ま
す
。
学
生
向
け
リ

ク
ナ
ビ
で
平
均
年
齢
２８
歳
の
「
Ｊ
Ａ
Ｖ
Ａ
技
術
者
集

団
」
と
し
て
み
か
け
る
と
思
い
ま
す
。 

今
年
は
５
人
の
新
卒
を
採
用
し
ま
し
た
。
内
訳
は

筑
波
大
大
学
院
情
報
系
２
名
、
早
大
理
工
院
１
名
、

東
工
大
院
１
名
、
東
大
法
１
名
で
す
。
ソ
フ
ト
開
発

会
社
と
し
て
主
に
情
報
通
信
分
野
、
金
融
証
券
、
生

損
保
、
官
公
庁
、
組
込
み
分
野
の
ソ
フ
ト
開
発
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

具
体
的
に
は
次
世
代
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｎ
Ｇ

Ｎ
、
Ｓ
ａ
ａ
ｓ
の
基
盤
開
発
や
ｈ
ｏ
ｎ
ｍ
ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｃ

ソ
フ
ト
開
発
、
Ｗ
ｅ
ｂ 

ｂ
ａ
ｎ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
、
Ｆ
Ｘ

金
融
先
物
取
引
シ
ス
テ
ム
、
自
動
車
保
険
シ
ス
テ
ム
、

郵
貯
、
社
保
庁
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
電
子
マ
ネ
ー
シ

ス
テ
ム
、
複
合
プ
リ
ン
タ
ー
、
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
携

帯
ソ
フ
ト
開
発
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

起
業
す
る
時
大
切
と
思
っ
て
い
る
こ
と 

①
起
業
家
に
は
夢
と
目
標
が
必
要 

こ
ん
な
会
社
に
し
た
い
と
い
う
強
い
夢
や
理
想

が
な
い
と
、
日
々
の
仕
事
に
気
合
が
入
り
ま
せ
ん
。

目
標
は
「
日
本
で
№
１
の
Ｊ
Ａ
Ｖ
Ａ
技
術
者
集

団
」
と
「
高
度
な
Ｉ
Ｔ
技
術
を
通
じ
て
社
会
に
貢

献
す
る
こ
と
」 

②
経
営
理
念
、
志
、
共
通
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
大
切 

５
つ
の
経
営
理
念
。
「
お
客
様
の
た
め
に
ベ
ス
ト

を
尽
く
す
。
成
長
す
る
。
創
造
的
で
あ
れ
。
至
誠

の
精
神
。
個
人
の
尊
重
と
チ
ー
ム
へ
の
貢
献
」 

③
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル 

④
人
を
活
か
す
能
力 

⑤
ス
ピ
ー
ド
。 

ベ
ン
チ
ャ
ー
は
ス
ピ
ー
ド
が
命
、
大
企
業
と
戦
う

に
は
ス
ピ
ー
ド
が
武
器
。
織
田
信
長
、
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
し
か
り 

⑥
楽
観
主
義 

⑦
生
き
生
き
と
働
く
企
業
風
土
作
り 

自
由
闊
達
で
風
通
し
の
良
い
職
場
が
目
標 

 

い
く
つ
か
の
社
内
活
動
を
紹
介
し
ま
す 

月
例
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
・
毎
月
の
誕
生
日
会
・
サ
ー
ク
ル

活
動
（
フ
ッ
ト
サ
ル
部
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
、
ゴ
ル
フ
部
、
囲
碁

部
）
イ
ン
サ
イ
ト
Ｂ
ａ
ｒ
（
社
内
で
若
手
が
月
１
回
開
催
）
・

社
内
報
（
毎
月
社
員
が
編
集
・
社
長
室
か
ら
、
技
術
動

向
、
私
の
週
末
、
私
の
故
郷
、
部
活
報
告
、
ボ
ス
ト
ン
便

り
、
書
評
、
産
業
医
の
健
康
コ
ー
ナ
ー
）
・
社
内
イ
ベ
ン
ト

（
キ
ッ
ク
オ
フ
会
議
、
忘
年
会
、
新
人
歓
迎
皇
居
一
周
マ

 

 
私
の
起
業
論 

 
 

 
や
り
た
い
時
に
起
業
す
る
の
が 

 
 

 

ベ
ス
ト
・
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す 

池和田 暁 

（昭和 40 年卒） 

寄   稿 
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ラ
ソ
ン
大
会
、
創
業
記
念
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
） 

お
わ
り
に 

最
後
に
「
起
業
す
る
年
齢
」
と
「
起
業
家
の
責
任
」

を
考
え
て
み
ま
す
。
起
業
に
成
功
す
る
に
は
「
一
日

20
時
間
、
仕
事
の
こ
と
を
考
え
る
状
態
を
５
年
間
は

続
け
る
必
要
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
私
の
経
験

で
も
こ
れ
は
事
実
で
す
。
体
力
が
あ
る
若
い
う
ち
が

有
利
で
す
が
、
私
は
52
歳
で
始
め
ま
し
た
。
体
力
気

力
が
あ
れ
ば
年
齢
は
関
係
な
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
「
起
業
家
と
し
て
の
責
任
」
は
、
起
業
を
支

援
し
て
く
れ
た
人
に
十
分
報
い
る
こ
と
、
社
員
、
顧

客
、
株
主
と
の
倫
理
的
、
公
平
な
関
係
の
構
築
と
思

い
ま
す
。 

私
は
起
業
し
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
理
由
は

10
年
間
苦
労
し
ま
し
た
が
、
起
業
し
た
の
で
二
〇
〇

名
の
若
者
の
雇
用
の
職
場
を
つ
く
り
、
税
金
を
納
め

社
会
貢
献
で
き
た
か
ら
で
す
。
Ｉ
Ｔ
の
専
門
書
を
書

い
た
り
、
Ｄ
Ｂ
設
計
の
オ
ー
プ
ン
ソ
フ
ト
で
世
界
標

準
と
評
価
さ
れ
る
ソ
フ
ト
を
開
発
す
る
レ
ベ
ル
の
技

術
者
も
育
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
支
援
し
て
い

た
だ
い
た
お
客
様
、
社
員
、
会
計
士
、
友
人
、
株
主
、

政
府
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
も
立

派
な
社
会
貢
献
で
す
が
「
起
業
も
社
会
貢
献
」
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ケ

ン
・
オ
ー
ル
セ
ン
氏
が
起
業
し
た
Ｄ
Ｅ
Ｃ
社
は
10
万

人
の
会
社
に
成
長
し
、
当
時
エ
ク
セ
レ
ン
ト
・
カ
ン

パ
ニ
ー
と
賞
賛
さ
れ
ま
し
た
が
創
業
か
ら

40
年
で

消
滅
し
ま
し
た
。
大
き
な
原
因
の
一
つ
は
後
継
者
を

育
て
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
ど
の
分
野
で
も
同
じ
こ

と
で
す
が
後
継
者
の
育
成
が
大
切
で
す
。 

以
上
、
私
の
起
業
経
験
を
紹
介
致
し
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
も
機
会
が
あ
れ
ば
、
是
非
起
業
に
挑
戦
し

て
み
て
下
さ
い
。
や
り
た
い
時
に
起
業
す
る
の
が
ベ

ス
ト
・
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。 

 
 

     

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

昨
年
の
一
泊
旅
行
は
つ
く
ば
の
桜
を
見
て
、
筑
波

に
泊
ま
る
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
早
す
ぎ
て
桜
は
二

分
程
度
の
咲
き
具
合
。
今
年
の
偕
楽
園
の
観
梅
と
ア

ン
コ
ウ
鍋
を
食
す
る
一
泊
旅
行
は
如
何
に
な
る
の

か
な
と
気
に
し
な
が
ら
当
日
を
迎
え
る
。 

私
は
車
で
参
加
す
る
こ
と
に
。
他
の
車
で
の
参
加

者
と
常
磐
道
水
戸
イ
ン
タ
ー
出
口
で
十
時
〇
分
ま

で
に
集
合
と
し
て
い
た
。
天
気
予
報
は
、
関
東
地
方

は
雨
と
の
こ
と
。
朝
霞
市
を
出
る
時
は
雨
が
降
っ
て

い
た
。
高
速
道
路
は
す
い
す
い
、
混
雑
を
予
想
し
て

早
め
に
出
た
の
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
一
時
間
前
に
着

き
そ
う
。
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で
時
間
を
つ
ぶ
す
。

他
の
車
も
同
じ
よ
う
に
時
間
を
つ
ぶ
し
た
そ
う
だ

が
九
時
三
十
分
に
揃
う
。 

今
日
の
案
内
役
を
買
っ
て
出
た
内
田
さ
ん
は
私

と
同
じ
ク
ラ
ス
で
、
茨
城
県
庁
に
勤
め
て
い
た
。
今

は
年
金
暮
ら
し
。
彼
が
駐
車
場
所
を
茨
城
県
立
歴
史

館
に
す
る
よ
う
提
案
。
そ
れ
に
従
う
。 

電
車
組
と
の
待
ち
合
わ
せ
は
十
一
時
十
分
偕
楽

園
臨
時
駅
だ
っ
た
の
で
、
周
辺
を
尐
し
散
策
。
雨
が

降
り
気
温
が
低
く
本
当
に
冷
え
る
。
寒
い
の
で
休
憩

所
に
入
る
。
私
は
甘
酒
を
所
望
。
こ
れ
が
美
味
し
い
。

味
が
深
い
。
ほ
ど
よ
い
甘
さ
。
酒
の
香
り
。
身
体
が

温
ま
る
。 

予
定
時
刻
に
な
り
、
偕
楽
園
臨
時
駅
に
向
か
う
。

参
加
予
定
者
全
員
が
揃
う
。 

本
当
に
晴
れ
男
が
居
る
か
の
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で

降
っ
て
い
た
雨
が
止
む
。
心
な
し
か
気
温
が
上
が
っ

た
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。 

内
田
さ
ん
か
ら
偕
楽
園
の
見
学
コ
ー
ス
が
提
案

さ
れ
、
そ
れ
に
従
う
。
最
初
は
、
光
圀
公
・
斉
昭
公

が
祭
ら
れ
て
い
る
常
磐
神
社
に
参
拝
。
神
社
の
脇
に

は
能
舞
台
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。
尐
し
戻
り
偕
楽
園

に
入
る 

偕
楽
園
は
斉
昭
公
が
士
農
工
商
と
い
う
身
分
の

境
を
な
く
し
、
誰
で
も
が
集
ま
れ
る
よ
う
に
と
い
う

理
念
で
作
ら
れ
た
の
で
、
今
で
も
無
料
で
開
放
さ
れ

て
い
る
と
の
話
を
聞
い
た
。
偕
楽
園
の
理
念
が
西
洋

の
公
園
よ
り
早
い
時
期
に
作
ら
れ
た
の
は
、
興
味
を

引
く
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 

彼
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
公
園
内
を
散
策
。
梅
の

咲
き
具
合
は
四
分
か
ら
五
分
程
度
と
思
わ
れ
た
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
黄
門
一
行
と
の
記
念
写
真
を

撮
っ
た
後
、
好
文
亭
に
入
る
。
こ
こ
の
入
場
料
は
百

九
十
円
で
あ
っ
た
が
、
七
十
歳
以
上
は
無
料
と
の
こ

と
。
参
加
者
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
該
当
者
は
、
早
速
身

分
証
を
提
示
し
て
い
た
。 

好
文
亭
は
、
斉
昭
公
に
よ
っ
て
休
憩
所
と
し
て
建

て
ら
れ
た
も
の
で
、
素
剛
優
雅
な
外
観
は
水
戸
武
士

の
風
格
が
漂
う
建
築
だ
。
襖
絵
は
趣
が
あ
り
結
構
楽

し
め
た
。
部
屋
の
畳
は
何
か
し
ら
小
さ
い
よ
う
な
気

が
し
た
。
三
階
に
は
リ
フ
ト
が
あ
る
。
天
井
に
滑
車

が
つ
い
て
い
て
、
食
事
で
も
運
ん
だ
の
で
は
と
思
っ

た
。
階
段
が
急
で
、
荷
物
を
持
っ
て
上
が
る
の
は
厳

し
い
。
こ
こ
か
ら
の
千
波
湖
を
見
る
景
色
は
壮
観
で

あ
っ
た
。 

 

次
に
湧
水
の
吐
玉
泉
に
向
か
う
。
水
量
は
今
で
も

豊
富
で
あ
る
。
か
つ
て
は
、
飲
用
に
で
き
た
が
、
今

は
適
さ
な
い
と
の
こ
と
。
台
座
は
大
理
石
で
で
き
て

い
る
の
で
、
浸
食
が
激
し
く
早
く
痛
む
と
の
こ
と
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
旧
水
戸
高
に
あ
っ
た
鐘
が
置
い
て

あ
る
と
こ
ろ
へ
。
今
の
水
戸
高
と
は
ま
っ
た
く
違
う

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
近
く
の
梅
の
咲
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
、
全
員
で
記
念
写
真
を
撮
る
。 

 

水
戸
観
梅
紀
行 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

若
山 

 

宏
（
謳
粋
会
会
長
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 

 
 

 
 

謳
粋
会
会
長 

若
山 

宏 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
昭
和
三
十
六
年
卒
） 

  

    

高台から望む梅林 

好文亭 3 階から遠く千波湖を望む 紅梅をバックに記念撮影 

い
け
わ
だ 

さ
と
る
（
第
17
回
卒
） 

日
本
イ
ン
サ
イ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

 
 

 
 

（
千
葉
大
学
工
学
部
大
学
院
非
常
勤
講
師
） 
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半
了
の
さ
さ
や
き
（
第
９
回
） 

タ
ン
ジ
ェ
ン
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
山
寺 

半
了 

予
定
の
時
刻
が
近
づ
い
た
の
で
竹
林
を
通
り
、
南

門
も
ぬ
け
、
歴
史
記
念
館
の
駐
車
場
へ
向
か
う
。 

 

昼
食
は
茨
城
県
立
近
代
美
術
館
の
レ
ス
ト
ラ
ン
。

そ
の
後
、
美
術
館
を
見
学
す
る
こ
と
に
。
入
場
料
は
、

常
設
展
が
大
人
三
〇
〇
円
、
こ
こ
も
七
十
歳
以
上
は

無
料
で
あ
っ
た
。
展
示
さ
れ
て
い
た
作
品
は
、
横
山

大
観
、
菱
田
春
草
、
下
村
観
山
、
木
村
武
山
ら
北
茨

城
市
の
五
浦
の
地
で
研
鑽
を
積
ん
だ
「
五
浦
の
作

家
」
や
、
生
涯
の
大
半
を
牛
久
沼
の
湖
畔
で
過
ご
し

農
村
の
風
物
や
水
辺
の
生
き
物
を
好
ん
で
描
い
た

日
本
画
家
小
川
芋
銭
、
大
正
期
の
洋
画
界
に
あ
っ
て

自
ら
の
生
を
深
く
見
つ
め
て
描
い
た
中
村
彝
な
ど
、

茨
城
に
ゆ
か
り
の
あ
る
日
本
近
代
美
術
史
に
お
い

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
美
術
家
の
も
の
で
あ

る
と
い
う
説
明
。
そ
の
他
は
、
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
の

「
ポ
ー
ル
・
ド
モ
ア
の
洞
窟
」
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・

ル
ノ
ア
ー
ル
の
「
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
」

な
ど
の
有
名
な
作
品
が
あ
る
。
特
別
展
は
、
遠
慮
し

た
。
こ
こ
で
内
田
さ
ん
と
別
れ
て
宿
泊
地
の
大
洗
に

向
か
う
。
内
田
さ
ん
の
解
説
は
当
事
者
し
か
知
ら
な

い
苦
労
話
な
ど
本
当
に
面
白
か
っ
た
。
内
田
さ
ん
に

感
謝
。 

ホ
テ
ル
自
慢
の
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
大
浴
場
で

一
風
呂
浴
び
て
か
ら
宴
会
場
へ
。
東
進
会
大
野
会
長

の
挨
拶
に
続
き
、
土
浦
市
在
住
の
小
松
崎
清
さ
ん
の

乾
杯
で
開
宴
。
酒
は
、
支
配
人
提
供
の
「
和
の
月
」

を
は
じ
め
、
交
渉
の
う
え
や
っ
と
持
ち
込
み
が
許
さ

れ
た
「
真
向
勝
負 

純
米
大
吟
醸
」
「
山
桜
桃
」
「
武

勇
し
ぼ
り
た
て
」
「
吟
醸 

霧
筑
波
」
「
渡
舟 

し

ぼ
り
た
て
生
吟
」
。
さ
す
が
茨
城
の
銘
酒
、
み
ん
な

美
味
し
い
酒
だ
っ
た
。 

今
日
の
目
的
の
一
つ
は
、
ア
ン
コ
ウ
鍋
で
あ
っ
た
。

量
は
尐
な
め
で
あ
っ
た
が
、
本
場
の
ア
ン
コ
ウ
は
さ

す
が
に
生
き
が
よ
く
、
歯
ご
た
え
を
感
じ
な
が
ら
食

べ
る
。
こ
れ
は
美
味
、
本
当
に
お
い
し
い
。
や
は
り
、

地
元
で
食
す
る
喜
び
を
感
じ
る
。
最
後
は
鍋
に
飯
を

入
れ
て
お
じ
や
に
し
た
。 

カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
始
ま
っ
た
。
次
々
と
の
ど
に
自

慢
の
会
員
が
美
声
を
披
露
し
た
。
「
青
い
山
脈
」
を

歌
い
締
め
に
す
る
。
本
当
に
時
間
の
た
つ
の
は
早
い
。 

翌
日
の
朝
食
の
と
き
、
何
か
問
題
が
発
生
し
て
い

る
と
聞
い
た
の
で
、
部
屋
に
戻
り
テ
レ
ビ
を
見
る
。

チ
リ
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
．
八
の
地
震
が
発
生
し
、

津
波
が
日
本
を
襲
う
可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
。
津

波
の
日
本
到
着
は
、
い
ま
計
算
中
で
あ
る
が
午
後
と

の
予
想
で
、
の
ち
ほ
ど
詳
し
い
情
報
を
提
供
す
る
と

気
象
庁
の
担
当
者
が
語
っ
て
い
た
。
大
野
会
長
と
相

談
し
、
予
定
通
り
大
洗
水
族
館
に
行
く
こ
と
に
し
た
。

天
気
予
報
が
当
た
り
、
雪
交
じ
り
の
冷
た
い
雨
が
降

っ
て
い
た
。
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
を
見
て
、
次
の
予
定
那

珂
湊
市
場
へ
。 

市
場
は
海
の
す
ぐ
側
。
本
当
に
寒
い
。
ひ
と
と
お

り
見
学
し
て
、
二
階
の
魚
料
理
店
で
昼
食
へ
。
し
か

し
、
混
ん
で
い
て
な
か
な
か
順
番
が
来
な
い
。
待
ち

合
い
客
が
、
大
洗
水
族
館
は
津
波
の
た
め
午
前
中
で

終
了
と
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
事
実
な
ら
こ
れ
は
大

変
な
こ
と
に
な
る
。
直
ち
に
帰
路
に
つ
く
こ
と
に
し

た
。
常
盤
道
で
の
ラ
ジ
オ
は
、
ひ
た
ち
な
か
市
に
避

難
勧
告
が
出
た
と
報
じ
て
い
た
。
鉄
道
は
、
内
房
線

や
外
房
線
な
ど
沿
岸
部
を
走
る
数
線
が
運
転
見
合

わ
せ
と
か
。 

私
は
、
車
の
た
め
問
題
な
く
家
に
つ
い
た
。 

お
陰
さ
ま
で
半
了
の
さ
さ
や
き
も
、
５
年
目
を
迎

え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
５
年
前
「
さ
さ
や
き
」
と

言
え
ば
ま
だ
日
蔭
者
。
昨
今
は
「
ツ
イ
ッ
タ
ー
」
な

る
物
が
大
流
行
の
よ
う
で
す
ね
。
英
語
で
「
小
鳥
の

さ
え
ず
り
」
を
意
味
し
、
日
本
で
も
ツ
イ
ッ
タ
ー
に

は
ま
る
政
治
家
が
急
増
。
つ
い
最
近
も
ツ
イ
ッ
タ
ー

に
夢
中
で
参
院
予
算
委
員
会
に
３
人
の
閣
僚
が
遅
刻
。

果
て
は
「
鳩
は
小
鳥
」
と
、
お
坊
ち
ゃ
ま
首
相
も
、

普
天
間
問
題
よ
り
さ
え
ず
り
に
御
熱
心
と
か
・
・
。

「
半
了
の
さ
さ
や
き
」
は
「
愚
か
な
さ
え
ず
り
」
に

堕
す
る
こ
と
な
く
「
賢
い
さ
さ
や
き
」
た
ら
ん
と
５

年
目
も
頑
張
り
ま
す
。 

 

さ
て
今
回
の
お
題
は
「
タ
ン
ジ
ェ
ン
ト
」
。
お
分

か
り
で
す
よ
ね
。
そ
の
昔
、
県
南
の
俊
英
賢
女
が
集

っ
た
土
浦
一
高
OB
の
皆
さ
ん
な
ら
。
え
！
何
の
事
か

分
か
ら
な
い
。
そ
う
で
す
か
、
ヒ
ン
ト
を
一
つ
「
三

角
関
数
」
。
三
角
関
係
な
ら
分
か
る
が
・
・
・
ち
ょ

っ
と
貴
女
、
そ
れ
じ
ゃ
～
ま
る
で
綾
小
路
き
み
ま
ろ

「
あ
れ
か
ら
40
年
、
昔
可
憐
な
乙
女
、
今
や
豊
満
な

熟
女
」
状
態
で
す
よ
。
「
サ
イ
ン
、
コ
サ
イ
ン
、
タ

ン
・
・
」
思
い
出
し
ま
し
た
か
、
ｔ
ａ
ｎθ

を
。 

「
タ
ン
ジ
ェ
ン
ト
」
は
直
角
三
角
形
で
傾
き
を
表

し
ま
す
。
東
進
会
会
員
の
大
半
は
戦
後
高
度
成
長
期

に
、
ず
～
と
長
い
右
肩
上
が
り
の
坂
道
を
駆
け
上
り
、

戦
後
の
「
坂
の
上
の
雲
」
を
追
い
か
け
て
来
ら
れ
ま

し
た
ね
。
長
い
間
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。
然
る

に
今
、
毎
日
充
実
し
て
幸
せ
で
す
か
。
年
金
を
心
配

し
生
活
習
慣
病
に
悩
み
、
冠
婚
な
く
な
り
葬
祭
ば
か

り
。
明
日
は
我
身
か
と
不
安
な
日
々
を
漫
然
と
過
ご

す
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
期
待
し
民
主
党
に
投
票
し
た

が
、
気
が
つ
く
と
ま
る
で
「
お
れ
お
れ
詐
欺
」
状
態
。

日
本
人
は
上
り
坂
に
は
強
い
が
、
下
り
坂
に
は
弱
い
。

目
指
す
も
の
が
あ
っ
て
、
追
い
つ
け
追
い
越
せ
は
お

得
意
だ
が
、
い
ざ
頂
上
に
立
っ
て
み
る
と
、
さ
あ
大

変
。
何
を
し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
内

田
樹
著
「
日
本
辺
境
論
」
（
新
潮
新
書
）
に
よ
る
と

古
代
の
日
本
国
創
設
以
来
の
国
民
性
だ
そ
う
で
す
。

従
っ
て
貴
方
が
ど
う
嘆
こ
う
が
ち
ょ
っ
と
や
そ
っ
と

で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
し
か
し
国
民
性
は
と
も

か
く
、
貴
方
の
毎
日
ま
で
無
為
に
す
る
事
は
な
い
で

す
よ
ね
。
そ
こ
で
50
歳
を
過
ぎ
、
仕
事
で
も
家
庭
で

も
先
が
見
え
て
き
た
、
そ
う
人
生
の
下
り
坂
に
突
入

し
た
皆
さ
ん
、
ど
う
す
れ
ば
又
、
若
い
時
の
様
に
、

夢
中
に
な
れ
る
毎
日
を
過
ご
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

そ
こ
で
、
今
回
の
さ
さ
や
き
は
「
人
生
に
遅
す
ぎ

る
と
言
う
事
は
な
い
。
50
歳
で
も
60
歳
で
も
新
し
い

出
発
は
あ
る
」
。
48
歳
で
世
界
初
の
即
席
麺
「
チ
キ

ン
ラ
ー
メ
ン
」
を
、
61
歳
で
世
界
的
食
の
大
発
明
「
カ

ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
」
を
世
に
出
し
た
安
藤
百
福
さ
ん
が
、

91
歳
と
な
り
自
ら
の
人
生
を
振
り
返
っ
た
時
の
言

葉
で
す
。
そ
う
で
す
ね
。
新
し
い
事
を
始
め
れ
ば
良

い
ん
で
す
よ
。
何
で
も
良
い
。
嫌
な
事
は
や
ら
ず
、

好
き
な
事
、
ち
ょ
っ
と
で
も
興
味
の
あ
る
事
を
ま
ず

は
や
っ
て
み
る
こ
と
で
す
。
詰
ら
な
か
っ
た
ら
止
め

れ
ば
良
い
。
気
楽
に
考
え
、
ま
ず
は
始
め
る
。 

脳
神
経
外
科
医
の
林
成
之
氏
に
よ
る
と
「
脳
神
経

細
胞
が
も
つ
本
能
は
、
た
っ
た
３
つ
で
す
。
「
生
き

た
い
」
「
知
り
た
い
」
「
仲
間
に
な
り
た
い
」
（
中

略
）
人
間
の
脳
に
と
っ
て
は
「
興
味
を
も
つ
こ
と
」

こ
そ
が
、
す
べ
て
の
は
じ
ま
り
な
の
で
す
。
」
（
幻

冬
舎
新
書
：
脳
に
悪
い
７
つ
の
習
慣
）
だ
そ
う
で
す
。

新
し
い
事
を
知
る
喜
び
、
尐
し
で
も
上
手
く
な
る
充

実
感
、
こ
れ
ら
は
全
て
脳
の
自
己
報
酬
神
経
群
の
機

能
を
活
発
に
し
、
達
成
感
が
沸
い
て
く
る
の
で
す
。

例
え
ば
60
歳
か
ら
ゴ
ル
フ
を
始
め
て
、
空
振
り
と
曲

が
り
ば
か
り
で
遅
々
と
し
て
上
達
し
な
く
て
も
、
諦

め
ず
に
練
習
す
れ
ば
や
が
て
空
振
り
も
無
く
な
り
ま

す
。
今
日
よ
り
明
日
が
尐
し
で
も
進
歩
し
て
く
る
と

更
に
や
ろ
う
と
い
う
意
欲
が
出
て
き
ま
す
。
つ
ま
り

傾
き
＝
タ
ン
ジ
ェ
ン
ト
は
、
ゆ
る
や
か
で
良
い
ん
で

す
よ
。
ゼ
ロ
か
ら
始
め
れ
ば
必
ず
進
歩
し
ま
す
。
再

び
自
分
で
自
分
に
あ
っ
た
坂
道
と
坂
の
上
の
雲
を
見

つ
け
、
今
日
よ
り
明
日
が
良
く
な
る
、
希
望
が
持
て

る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
も
楽
し
い
も

の
に
な
り
ま
す
よ
。
さ
あ
一
歩
踏
み
出
し
ま
せ
ん
か
。 

南門で内田さんの説明を聞く 
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東
大
は
例
年
並
み
に
Ｖ
回
復 

 
 

 
 

 
 

今
年
度
大
学
進
学
状
況 

 
 

 
 

 
 

 

編 

集 

後 

記 
   

土
浦
一
高
は
全
国
の
公
立
高
校
の
中
で
東
大
合

格
者
が
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
話
題
に
な
っ
て
い
る
の
で

や
は
り
今
年
の
進
学
実
績
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
。
昨

年
10
名
減
ら
し
て
16
名
に
落
し
た
が
今
年
は
24
名

と
平
成
16
年
以
降
の
20
名
台
に
戻
し
た
。
（
そ
れ
以

前
は
30
名
台
） 

全
国
の
公
立
高
校
の
中
で
は
岡
崎
、
日
比
谷
、
旭

丘
、
浦
和
に
続
い
て
第
５
位
、
う
ち
現
役
の
合
格
者

は
、
岡
崎
、
日
比
谷
、
岐
阜
に
続
い
て
第
４
位
だ
っ

た
。 

 

私
立
を
含
め
た
上
位
３
校
（
開
成
・
灘
・
麻
布
）

も
昨
年
減
ら
し
た
が
、
今
年
は
そ
れ
ぞ
れ
168
名
、
102

名
、
84
名
と
挽
回
し
て
い
る
。 

進
学
先
の
一
番
多
い
の
は
国
公
立
で
は
筑
波
大

の
42
名
で
地
の
利
を
得
て
全
国
１
位
、
一
橋
大
も
昨

年
と
同
じ
く
11
名
と
多
い
。 

 

私
立
大
で
は
、
早
稲
田
大
105
名
と
圧
倒
的
に
多
く
、

次
い
で
、
東
京
理
科
大
88
名
、
明
治
大
78
名
、
慶
応

大
51
名
と
ほ
ぼ
例
年
ど
お
り
で
あ
る
。 

 

新
二
、
三
年
生
38
名
は
、
進
修
同
窓
会
の
補
助
（
引

率
の
３
先
生
分
）
の
も
と
、
こ
の
春
休
み
を
利
用
し

て
米
国
の
海
外
研
修
に
出
か
け
て
大
き
な
成
果
を
収

め
た
と
聞
く
が
、
東
大
合
格
だ
け
が
目
的
で
は
な
く
、

時
代
の
先
駆
け
と
し
て
幅
広
い
知
識
を
学
ん
で
貰
い

た
い
も
の
で
あ
る
。 

 

 

  

昨
年
の
五
月
末
、
土
浦
市
内
の
霞
月
楼
で
開
催
さ

れ
た
ク
ラ
ス
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
そ
の
席
上
、
恩

師
の
大
曾
根
宏
亮
先
生
か
ら
、
母
校
に
か
か
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
か

で
も
、
校
歌
の
作
詞
者
や
詩
文
の
変
化
に
関
す
る
話

題
を
、
も
っ
と
も
興
味
深
く
拝
聴
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
秘
め
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
広
く
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
し
た
く
て
、
大
曾
根
先
生
に
執
筆
を
お
願
い

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ご
快
諾
を
い
た
だ
き
、
巻
頭
を

飾
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
次
第
で
す
。 

◆
池
和
田
さ
ん
は
、
起
業
さ
れ
て
す
で
に
十
三
年
余

と
の
こ
と
。
順
調
に
業
績
を
伸
ば
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
思
い
を
こ
め
て
、
四
〇
〇
〇
字
に
の
ぼ
る
ご

寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
て
、
池
和
田
さ
ん
は
、

一
高
校
歌
は
人
生
の
指
針
で
あ
り
、
校
歌
「
至
誠
の

精
神
（
こ
こ
ろ
）
」
の
一
句
は
経
営
さ
れ
て
い
る
会

社
の
経
営
理
念
の
一
つ
に
も
掲
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。

校
歌
の
重
み
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
た
次
第
で
す
。

◆
表
紙
の
写
真
は
、
熊
木
士
郎
さ
ん
に
お
願
い
し
、

校
歌
に
謳
わ
れ
て
い
る
筑
波
山
の
雄
姿
と
霞
ヶ
浦
と

し
ま
し
た
。 

◆
そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
今
号
は
、
大
曾
根
先
生
、

池
和
田
さ
ん
そ
し
て
表
紙
の
写
真
が
、
「
校
歌
」
つ

な
が
り
と
な
り
ま
し
た
。
六
月
十
三
日
の
東
進
会
総

会
で
も
、
応
援
指
導
部
の
現
役
と
Ｏ
Ｂ
の
リ
ー
ド
で

校
歌
を
大
合
唱
し
ま
す
。
久
し
ぶ
り
に
、
級
友
と
肩

を
組
み
お
腹
の
底
か
ら
声
を
出
し
て
校
歌
を
歌
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
「
沃
野
一
望
数
百
里 

関
八
州
の
重

鎮
と
て
・
・
・
」
昨
年
以
上
の
大
勢
の
皆
さ
ま
の
出

席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

◆
チ
リ
地
震
の
津
波
襲
来
と
重
な
っ
た
「
水
戸
観
梅

紀
行
」
は
、
謳
粋
会
会
長
の
若
山
宏
さ
ん
に
健
筆
を

ふ
る
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
写
真
と
と
も
に
行
間

か
ら
も
楽
し
さ
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
高
山
寺
半
了

さ
ん
の
「
半
了
の
さ
さ
や
き
」
も
連
載
五
年
目
に
突

入
し
ま
し
た
。
筆
が
う
な
り
、
ま
す
ま
す
冴
え
わ
た

っ
て
い
ま
す
。
（
初
） 

国公立大学 
入試年度 平成 1８年 平成１９年 平成２０年 平成２1 年 平成２２年 

大学 計 内新 計 内新 計 内新 計 内新 計 内新 

北海道大 8 4 4 1 4 3 3 1 6 1 

東北大 22 16 19 14 21 15 27 20 15 10 

茨城大 9 9 11 10 9 7 7 7 12 8 

筑波大 39 29 51 38 49 37 38 30 42 35 

千葉大 17 9 11 6 7 7 12 8 9 4 

お茶女子大 6 4 6 5 5 5 8 6 5 4 

東京大 21 15 28 19 26 15 16 10 24 14 

大東京外語 4 4 3 3 3 2 1 1 5 4 

東工大 5 3 8 4 9 4 13 5 5 4 

一橋大 4 2 6 3 3 1 11 3 11 6 

横浜国立 
  

4 1 4 3 4 3 6 1 

京都大 4 1 3 
 

7 7 5 3 4 3 

大阪大 7 4 1 1 2 1 
  

2   

名古屋大 1 1 2 1 1 1 1 1 2   

九州大 
  

2 
   

1 1 1 1 

その他 30 14 31 18 29 18 23 9 24 5 

国立大計 177 115 186 123 179 126 170 108 173 
 

公立大計 12 6 7 4 11 7 6 3 12 7 

国公立大計 189 121 193 127 190 133 176 111 185 107 

内医学科 21 10 13 8 12 7 16 4 9 1 

大学校計 
  

3 2 4 2 3 1 3 2 

私立大学 
入試年度 平成 1８年 平成１９年 平成２０年 平成２1 年 平成２２年 

大学 計 内新 計 内新 計 内新 計 内新 計 内新 

青山学院大 12 10 21 18 20 14 8 7 24 15 

学習院大 8 7 8 6 12 6 9 4 11 6 

慶応大 53 26 68 40 52 22 58 27 51 22 

国際基督大 4 1 7 6 3 3 7 5 8 8 

上智大 17 12 30 18 17 11 21 14 22 10 

中央大 39 23 32 13 27 13 57 18 45 14 

津田塾大 4 4 15 13 9 5 8 8 6 3 

東京女子大 7 6 15 10 11 6 2 2 11 4 

東京理科大 106 48 110 39 111 62 107 45 88 44 

日本女子大 5 4 11 9 18 13 17 10 14 9 

法政大 21 13 18 9 18 10 26 14 33 17 

明治大 74 40 68 44 65 27 89 41 78 37 

立教大 38 23 37 24 42 23 58 32 53 30 

早稲田大 87 46 121 72 87 45 109 59 105 50 

その他 196 72 123 72 135 73 137 61 135 70 

私立大計 671 335 684 393 627 333 713 347 684 339 

           
総計 860 456 880 522 821 468 892 459 872 448 
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平成 22 年度 総会・懇親会のお知らせ 

｜と き｜ 平成 22 年 6 月 13 日（日） 

12:00  母校の弦楽部による演奏と応援指導部による演技 

12:40  総会 

13:10  講演 (内容は下記ご案内のとおりです) 

13:40  懇親会 

｜ところ｜  学士会館 

          千代田区神田錦町３－２８   ０３（３２９２）５９３６ 

 

 

 

 

｜会  費｜ 東進会年会費  ３，０００円 

        懇 親 会 費  ５．０００円 

            同封の振込用紙をご利用ください。 

学士会館へのアクセス 

  地下鉄都営三田線・新宿線「神保町駅」下車  Ａ９出口 1 分 

  東京メトロ半蔵門線「神保町駅」下車  Ａ９出口 1 分 

  東京メトロ東西線「竹橋駅」下車  ３ａ出口 5 分 

  「東京駅」北口からタクシーで 10 分 

 

 

 

 

     ス ピ ー カ ー    鈴木 貴美子さん（昭和 55 年卒） 

 

 演   題    キャリア形成とネットワーク 
 

鈴木貴美子さんは、お茶の水女子大学を卒業され、外資系企業の人事畑を一貫して歩みながら、転職

を繰り返しつつキャリアアップするという典型的な米国流ワーキングスタイルを実践されてきました。  

今回は、鈴木さんの豊富な体験を踏まえて、キャリア形成におけるネットワークの重要性について講演し

ていただきます。 

女性や転職によるキャリアアップに関心のある方には大変有意義で、きっと素敵な「人の輪」が広がって

いくものと思います。 

ぜひ、お友達にも声をかけていただき、大勢のみなさまのご参加をお願いいたします。 

総会開会の前に、母校の弦楽部による演奏と応援指導部による演技が披露されます。 

ストリングスの調べにひたり、応援指導部の現役とＯＢとのリードによる校歌の合唱はいかがでしょうか。 

講 演 内 容 


